
           牛乳について           

 本村では、児童の健やかな成長を支える栄養補給の一環としてミルク給食を実施して

います。牛乳には児童の成長に必要な栄養が含まれているため、学校ではできる限りの摂取

を促しています。使用しているロングライフ牛乳についてより安心していただけるよう、

特徴についてご説明します。 

 ①製造方法 

ロングライフ牛乳は、超高温瞬間殺菌法を用いて製造されます。この方法では生乳が

130℃から 150℃の高温で１～３秒間加熱殺菌され（要冷蔵の牛乳は 120℃から 130℃）、

無菌状態になります。 

 ②安全性 

一般的な牛乳と同じ生乳を使用しており、保存料や防腐剤などの特別な添加物は使用

されていません。栄養価も通常の牛乳と変わりません。 

 ③特殊な包装 

  ロングライフ牛乳は、紙容器にアルミ箔を貼り合わせ、光や空気を遮断しています。  

以上のことから、長期間の常温保存が可能です。しかしながら、一般的な

牛乳より高い温度で加熱するため、児童によっては風味が少し濃く感じられ

ることがあるようです。学校では冷蔵庫に入れて冷やし、少しでも飲みやす

くなるよう工夫しています。児童の苦手意識が強い場合は、味に慣れるまで

一口でもいいから飲むように声かけをしています。 

ご家庭でも、前向きな声かけをしていただけますと、児童の飲みやすさに

つながります。児童の健やかな成長のため、ご協力の程、よろしくお願いい

たします。 

 


